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特集

■基肄城築造1350年 基
き

肄
い

城
じょう

を知る⑯

―草スキーも有名な基
き

山
ざん

― ８

健康・福祉

■共同募金 歳末たすけあい運動について ７

■｢子宮頸がん等ワクチン接種緊急促進事業」に

基づく接種に係る医薬品副反応被害救済制度の

請求について 11

■今月の料理

〜主食・主菜・副菜をそろえましょう〜 14

子育て

■むし歯予防にフッ化物塗布

予約受付は11月16日から 11

■保健センターにおむつ交換台を設置しました 11

講座・イベント

■クリーンヒル宝満を見学しませんか！ ６

■水城・大野城・基肄城1350年記念式典 ９

■｢健康づくり料理教室」参加者募集 11

■ふ・れ・あ・いフェスタ

｢楽しい絵本朗読会」開催 12

■ビジネスパソコン講習受講者募集 12

募集

■住民生活課窓口封筒に掲載する広告を募集します ６

■｢基山町教育大綱」の策定に関する

パブリックコメント（意見募集）を行います ７

■４月生募集のお知らせ【放送大学】 12

こどもたちの話題

■キッズドリーム基山 〜夢に近づく１日〜 12

まちの話題

■町道清掃ありがとうございました 13

■｢躍進賞」受賞 第68回県民体育大会結果 13

■基山町老人クラブ連合会

基山保育園児と昔遊びで交流 13

■佐賀県緑化運動・育樹運動ポスターコンクール

審査結果 13

一般

■いよいよ、マイナンバーを順次お届けします ４・５

■町内全域美化活動「クリーンアップKIYAMA」に

ご協力ください ６

■12月４日〜10日は「人権週間」です！ ７

■全国瞬時警報システムの全国一斉情報伝達訓練の

実施について（防災行政無線試験放送の実施) 10

■｢平成28年版 さが県民手帳」販売中！ 10

■緊急時のサイレン吹鳴について 10

■寄附ありがとうございました 13

■としょかんだより 14

基山町イメージキャラクター
「きやまん」

平成27年度臨時職員（保育士）を追加募集します ３

12月議会は休日議会を行います ３

中央公園の利用制限について ９
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【表紙内容】

10月29日（木）、基山小学校５年

生が稲刈り体験学習を行いまし

た。けがをしないための注意事

項を守り、最後まで上手に刈る

ことができました。稲刈りの後

には、コンバインの運転席に座

らせてもらい、子どもたちは満

足気な表情でした。後日、刈り

取った藁を使って、しめ縄作り

を行います。
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町
で
は
︑
平
成
27
年
度
臨
時
職
員

︵
保
育
士
︶
を
追
加
募
集
し
ま
す
︒

希
望
さ
れ
る
方
は
︑
写
真
を
貼
っ

た
履
歴
書
及
び
資
格
を
証
明
す
る
も

の
の
写
し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

︵
郵
送
可
︶︒
履
歴
書
は
市
販
の
も
の

で
も
結
構
で
す
が
︑
総
務
企
画
課
で

配
布
し
て
い
る
ほ
か
︑
基
山
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
︒
一
度
提
出
し
て
い
た
だ
い
た

履
歴
書
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
︒

ま
た
︑
履
歴
書
を
提
出
さ
れ
た
方

は
臨
時
職
員
と
し
て
登
録
さ
れ
︑
必

要
に
応
じ
て
雇
用
さ
れ
ま
す
︒

▽
資
格
要
件

有
資
格

▽
住
所
要
件

不
問

▽
勤
務
時
間

午
前
７
時
30
分
～
午
後
７
時

(右
記
時
間
内
で
臨
時
職
員
登
録

者
に
よ
る
シ
フ
ト
制
勤
務

20
日

程
度
／
月
︶

▽
賃
金

７
︐

２
３
０
円
／
日

９
３
５
円
／
時

※
詳
し
い
業
務
内
容
に
つ
い
て
は
︑

基
山
保
育
園

電
話
９
２
︱
２
３
０
５
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
︒

※
履
歴
書
提
出
・
問
合
せ
先

〒
８
４
１
︱
０
２
０
４

基
山
町
大
字
宮
浦
６
６
６
番
地

基
山
町
役
場

総
務
企
画
課

行
政
係
︵
役
場
３
階
︶

電
話
９
２
︱
７
９
１
５

平
成
27
年
度
臨
時
職
員
︵
保
育
士
︶
を
追
加
募
集
し
ま
す

平
成
27
年
度
臨
時
職
員
︵
保
育
士
︶
を
追
加
募
集
し
ま
す

基
山
町
議
会
12
月
議
会
は
︑
休
日

し
か
傍
聴
で
き
な
い
方
も
都
合
が
つ

く
よ
う
に
︑
下
表
の
日
程
で
開
催
す

る
予
定
で
す
︒

会
期
中
は
︑
ど
の
日
で
も
傍
聴
で

き
ま
す
の
で
︑
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
︒
議
場
は
︑
役
場
４
階
で
す
︒

※
問
合
せ
先

議
会
事
務
局

電
話
９
２
︱
６
５
４
３

12
月
議
会
は
休
日
議
会
を
行
い
ま
す

12
月
議
会
は
休
日
議
会
を
行
い
ま
す

︿
有
料
広
告
﹀

日 曜日 開始時間 区 分 内 容 場 所

7 月 午前９時30分 本会議
会期を決定します。
町長が議案の提案理由を説明します。

議 場

8 火 午前９時30分 本会議
議案審議（議案内容について町長に質問します。）
委員会付託（委員会で審査するように決めます。）

9 水 午前９時30分 委員会 付託を受けた議案を審査します。
委員会室

10 木 午前９時30分 委員会 常任委員会での審査の結果を集約します。

11 金 午前９時 本会議
≪一般質問≫
議員が町政に関する質問を行います。（一人60分以内）

議 場

12 土 午前９時 本会議

13 日 休 会

14 月 午後１時30分 本会議
常任委員会の審査結果を委員長が報告します。
議案について討論・採決を行います。

※この日程は、状況により変更することがあります。

平成27年12月議会会期日程（案）
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新たに「マイナンバー総合フリーダイヤル」が開設されました

０１２０－９５－０１７８（無料）

※一部ＩＰ電話等で上記ダイヤルにつながらない場合 （有料）

　　 ・ マイナンバー制度に関すること　　　　　　　　　電話 ０５０－３８１６－９４０５

　　 ・ 通知カード、 個人番号カードに関すること　　電話 ０５０－３８１８－１２５０

※英語 ・ 中国語 ・ 韓国語 ・スペイン語 ・ ポルトガル語対応のフリーダイヤル

　　 ・ マイナンバー制度に関すること　　　　　　　　　電話 ０１２０－０１７８－２６

　　 ・ 通知カード、 個人番号カードに関すること　　電話 ０１２０－０１７８－２７

　　（英語以外の言語については、 平日午前９時３０分～午後８時の対応となります。）

平日 午前９時３０分～午後１０時　土日祝 午前９時３０分～午後５時３０分（年末年始１２月２９日～１月３日を除く）

音声ガイダンスに従って、お聞きになりたい情報のメニューを選択してください。
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住
民
生
活
課
窓
口
封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す

住
民
生
活
課
窓
口
封
筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す

ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
！

ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
を
見
学
し
ま
せ
ん
か
！

ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
の
見
学
会
を

開
催
し
ま
す
︒
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満

は
︑
筑
紫
野
市
︑
小
郡
市
及
び
基
山

町
が
共
同
で
運
営
す
る
ご
み
処
理
施

設
で
︑
平
成
20
年
度
か
ら
稼
働
し
て

い
ま
す
︒
こ
の
施
設
の
特
徴
は
︑
ご

み
を
燃
や
す
の
で
は
な
く
︑
高
温
で

溶
か
し
て
処
理
す
る
こ
と
で
す
︒

そ
の
主
な
利
点
と
し
て
は
︑

①
有
害
物
質
発
生
の
防
止

②
す
べ
て
の
ご
み
を
資
源
化

③
余
熱
を
利
用
し
た
自
家
発
電

な
ど
が
あ
り
︑
ご
み
の
資
源
化
に
優

れ
︑
環
境
に
配
慮
し
た
最
新
施
設
で

す
︒
ま
た
︑
可
燃
ご
み
以
外
は
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
さ
れ
︑
金

属
や
ビ
ン
等
を
機
械
だ
け
で
な
く
人

の
手
で
細
か
く
選
別
し
︑
よ
り
多
く

の
ご
み
を
資
源
化
し
て
い
ま
す
︒

こ
の
見
学
会
は
︑
自
分
が
排
出
し

て
い
る
ご
み
が
ど
の
よ
う
に
処
理
・

資
源
化
さ
れ
る
の
か
を
実
際
に
見
学

す
る
こ
と
で
︑
ご
み
の
減
量
や
分
別

の
大
切
さ
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ

と
を
目
的
に
開
催
し
て
お
り
︑
毎
年

多
く
の
方
が
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
︒

見
学
会
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た

方
に
は
︑
参
加
賞
と
し
て
指
定
可
燃

ご
み
袋
10
枚
入
り
を
１
世
帯
に
つ
き

１
袋
及
び
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
︒

ぜ
ひ
︑
ご
家
族
や
お
友
達
を
お
誘
い

の
上
︑
ご
参
加
く
だ
さ
い
︒

▽
日
時

12
月
７
日
︵
月
︶

午
前
10
時
～
12
時
︵
約
２
時
間
︶

▽
見
学
会
内
容

①
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
施
設
説
明

②
施
設
内
見
学

③
基
山
町
の
ご
み
処
理
の
現
状
に
つ

い
て
︵
研
修
︶

▽
申
込
方
法

12
月
２
日
︵
水
︶
ま
で
に
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
︒

※
バ
ス
で
の
送
迎
を
希
望
さ
れ
る
方

は
︑
午
前
９
時
30
分
に
︑
町
民
会

館
正
面
入
口
前
に
集
合
し
て
く
だ

さ
い
︒
バ
ス
で
の
送
迎
は
︑
先
着

30
名
で
打
ち
切
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
︒

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

住
民
生
活
課

生
活
環
境
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
１

町
内
全
域
美
化
活
動

町
内
全
域
美
化
活
動

﹁
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
﹂
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

﹁
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
﹂
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

町
内
全
域
美
化
活
動
﹁
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
﹂
を
実
施
し

ま
す
︒

環
境
美
化
推
進
員
を
始
め
︑
各
区

役
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
︑
町
は
ポ
イ
捨
て
等

の
ご
み
が
少
な
い
︑
き
れ
い
な
状
態

が
維
持
さ
れ
て
い
ま
す
︒

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が

あ
れ
ば
︑
広
範
囲
を
短
時
間
で
き
れ

い
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︒
自
分

た
ち
の
住
む
環
境
を
自
分
た
ち
の
手

で
よ
り
良
い
も
の
に
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
︒﹁
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
Ｋ
Ｉ

Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
﹂
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
︒

▽
日
時

11
月
22
日
︵
日
︶
午
前
中

▽
場
所

各
行
政
区
で
選
定
し
た
場
所
又
は

自
宅
周
辺
の
道
路
・
公
園
・
河
川

な
ど

▽
注
意

・
回
収
し
た
ご
み
に
つ
い
て
は
︑
町

で
量
を
集
計
し
ま
す
の
で
︑
午
前

11
時
ま
で
に
各
公
民
館
へ
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
︒

・
公
民
館
に
持
ち
込
ま
れ
た
ご
み
は
︑

可
燃
物
︑
不
燃
物
︑
缶
︑
ビ
ン
︑

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
︑
落
葉
く
ず
に
分

別
し
て
く
だ
さ
い
︒
袋
に
入
ら
な

い
剪
定
枝
は
︑
直
径
10
㎝
︑
長
さ

１
・
５
ｍ
ほ
ど
に
細
断
し
て
束
ね

て
く
だ
さ
い
︒

・
家
庭
か
ら
の
ご
み
は
︑
持
込
み
が

で
き
ま
せ
ん
︒
定
期
収
集
に
出
し

て
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

住
民
生
活
課

生
活
環
境
係

電
話
９
２
︱
７
９
４
１

住
民
生
活
課
窓
口
で
使
用
す
る
封

筒
に
掲
載
す
る
広
告
を
募
集
し
ま
す
︒

ぜ
ひ
︑
会
社
や
お
店
の
Ｐ
Ｒ
に
ご

活
用
く
だ
さ
い
︒

公
共
性
︑
中
立
性
及
び
品
位
を
損

な
う
お
そ
れ
の
あ
る
も
の
や
︑
公
の

秩
序
又
は
善
良
の
風
俗
に
反
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
も
の
な
ど
に
つ
い
て
は

掲
載
で
き
ま
せ
ん
︒

▽
広
告
の
種
類

住
民
生
活
課
封
筒
︵
Ａ
４
︶
へ
の

広
告

▽
封
筒
作
成
枚
数

１
万
枚

▽
広
告
枠
数

４
枠

▽
掲
載
料

６
万
円
︵
１
枠
︶

▽
広
告
の
規
格

縦
９
・
５
㎝
×
横
９
㎝
︑
２
色
刷

▽
広
告
の
デ
ザ
イ
ン
及
び
制
作
費

広
告
掲
載
希
望
者
負
担

▽
広
告
の
掲
載
位
置

封
筒
の
表
面
及
び
裏
面
で
町
が
指

定
し
た
位
置

▽
掲
載
期
間

平
成
28
年
２
月
か
ら
︵
予
定
︶

▽
応
募
締
切

12
月
11
日
︵
金
︶

※
問
合
せ
先

財
政
課

財
政
係

電
話
９
２
︱
７
９
１
７
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町
で
は
︑
教
育
︑
学
術
及
び
文
化

の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
施
策
の

基
本
方
針
を
定
め
る
﹁
基
山
町
教
育

大
綱
﹂
を
策
定
し
て
い
ま
す
︒

今
回
︑﹁
基
山
町
教
育
大
綱
﹂︵
案
︶

を
公
表
し
︑
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見

を
頂
く
た
め
︑
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
︵
意
見
募
集
︶
を
行
い
ま
す
︒

▽
教
育
大
綱
︵
案
︶
の
公
表
期
間

11
月
10
日︵
火
︶～
12
月
８
日︵
火
︶

(土
・
日
曜
日
︑
祝
日
を
除
く
︶

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

▽
教
育
大
綱
︵
案
︶
の
公
表
場
所

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー︵
役
場
１
階
︶

及
び
基
山
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
意
見
募
集
期
間

11
月
24
日︵
火
︶～
12
月
８
日︵
火
︶

▽
意
見
を
提
出
で
き
る
方

町
内
に
住
所
を
有
す
る
個
人
︑
町

内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
個
人
︑

町
内
の
学
校
に
在
学
す
る
個
人
及

び
町
内
で
活
動
す
る
事
業
者
そ
の

他
団
体

▽
提
出
方
法

提
出
様
式
は
︑
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
︵
役
場
１
階
︶
に
備
え
付
け

て
い
る
ほ
か
︑
基
山
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
︒
郵
送
︑
Ｆ
Ａ
Ｘ
︑
メ
ー
ル

又
は
持
参
で
の
提
出
を
お
願
い
し

ま
す
︒

▽
注
意

頂
い
た
ご
意
見
に
つ
い
て
は
︑
個

別
の
回
答
や
返
却
は
行
い
ま
せ
ん
︒

※
提
出
・
問
合
せ
先

総
務
企
画
課

総
合
計
画
推
進
係

電
話
９
２
︱
２
１
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
︱
２
０
８
４

メ
ー
ル

s
o
g
o
k
e
ik
a
k
u
-
2
@
to
w
n
.k
iy
a
m
a
.lg
.jp

｢

基
山
町
教
育
大
綱
﹂
の
策
定
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
︵
意
見
募
集
︶
を
行
い
ま
す

｢

基
山
町
教
育
大
綱
﹂
の
策
定
に
関
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
︵
意
見
募
集
︶
を
行
い
ま
す

12
月
４
日
～
10
日
は
﹁
人
権
週
間
﹂
で
す
！

12
月
４
日
～
10
日
は
﹁
人
権
週
間
﹂
で
す
！

﹁
み
ん
な
で
築
こ
う
人
権
の
世
紀
﹂

～
考
え
よ
う

相
手
の
気
持
ち

育
て
よ
う

思
い
や
り
の
心
～

世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
12

月
10
日
を
﹁
人
権
デ
ー
﹂
と
定
め
︑

12
月
４
日
か
ら
12
月
10
日
ま
で
を

﹁
人
権
週
間
﹂
と
し
て
︑
世
界
人
権
宣

言
の
意
義
を
訴
え
る
と
と
も
に
人
権

尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め
て
い

ま
す
︒

｢人
権
週
間
﹂を
迎
え
る
に
当
た
り
︑

生
命
の
尊
さ
・
大
切
さ
や
︑
自
己
が

か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
あ
る
と
同

時
に
他
人
も
か
け
が
え
の
な
い
存
在

で
あ
る
こ
と
︑
他
人
と
の
共
生
・
共

感
の
大
切
さ
を
真
に
実
感
し
︑﹁
思

い
や
り
の
心
﹂
と
﹁
か
け
が
え
の
な

い
命
﹂
を
大
切
に
す
る
こ
と
を
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
︒

町
内
に
は
︑
法
務
大
臣
が
委
嘱
し

た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
人

権
擁
護
委
員
が
３
名
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
︒
人
権
行
政
相
談
や
︑
老
人
保

健
施
設
寿
楽
園
へ
の
出
張
相
談
な
ど

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
い
︑
地

域
の
中
で
人
権
思
想
を
広
め
︑
人
権

侵
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
見
守
り
︑

皆
さ
ん
か
ら
の
人
権
相
談
を
受
け
る

な
ど
積
極
的
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
︒

▽
人
権
擁
護
委
員

・
中
島

し
ょ
う
子
さ
ん

(東
町
下
︶

電
話
９
２
︱
５
４
４
３

・
大
久
保

由
美
子
さ
ん

(上
町
上
第
１
︶

電
話
９
２
︱
６
７
８
５

・
藤
野

恭
裕
さ
ん
︵
三
ヶ

敷
東
︶

電
話
０
９
０
︱
５
９
３
４
︱
９
６
７
２

※
問
合
せ
先

総
務
企
画
課

文
書
法
令
係

電
話
９
２
︱
２
１
８
８

共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
つ
い
て

共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
つ
い
て

新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
支
援

を
必
要
と
す
る
方
々
が
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
︑

歳
末
お
見
舞
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
︒

▽
対
象

①
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者

②
在
宅
認
知
症
高
齢
者

③
在
宅
重
度
障
が
い
児
︵
者
︶

④
低
所
得
世
帯
︵
生
活
保
護
世
帯
を

除
く
︶

⑤
住
民
参
加
に
よ
り
歳
末
時
期
に
行

わ
れ
る
地
域
福
祉
事
業

※
対
象
に
は
判
定
基
準
が
あ
り
ま
す
︒

①
～
④
に
つ
い
て
は
地
区
担
当
民

生
委
員
︑
⑤
に
つ
い
て
は
社
会
福

祉
協
議
会
に
11
月
20
日
︵
金
︶
ま

で
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
９
２
︱
３
３
１
１
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基き

山ざ
ん

と
い
え
ば
、
何
を
思
い
浮
か

べ
ま
す
か
。

基
肄
城
跡
、
小
中
学
校
の
遠
足
、

ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ

る
方
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の
中
で

も
、
基き

山ざ
ん

に
つ
い
て
広
く
知
ら
れ
て

い
る
も
の
の
一
つ
が
﹁
草
ス
キ
ー
﹂

で
す
。
草
ス
キ
ー
は
、
町
の
有
名
な

観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。草

ス
キ
ー
の
シ
ー
ズ
ン
は
、
３
～

５
月
と
９
月
中
旬
～
11
月
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
、
ス
キ
ー
場
の
天
然

草
を
保
護
す
る
た
め
に
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ス
キ
ー
板
の
使
用
は
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
シ
ー
ズ

ン
中
は
木
製
ス
キ
ー
板
の
貸
出
し
が

行
わ
れ
て
お
り
、
１
台
３
０
０
円
で

借
り
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
土
・
日

曜
日
、
祝
日
は
、
基き

山ざ
ん

公
園
駐
車
場

か
ら
上
が
っ
た
左
手
に
あ
る
小
屋
で

貸
出
し
が
行
わ
れ
て
お
り
、
山
頂
へ

続
く
丘
陵
や
傾
斜
面
が
滑
る
場
所
に

な
り
ま
す
。
ち
な
み
に
、
ス
キ
ー
場

か
ら
山
頂
を
見
上
げ
る
と
、
傾
斜
の

強
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
基

肄
城
を
取
り
囲
む
﹁
土
塁
﹂
の
一
部

で
す
︵
写
真
１
︶
。

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と
、
多
く
の
家

族
連
れ
が
、
予
想
以
上
に
出
る
ス

ピ
ー
ド
を
体
感
し
な
が
ら
、
草
ス

キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年
記
念
事
業

の
一
つ
と
し
て
﹁
草く

さ

守す

基き

肄い

大
会
﹂

が
開
催
さ
れ
、
タ
イ
ム
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

草
ス
キ
ー
が
い
つ
か
ら
始
ま
っ
た

の
か
正
確
に
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
、
昭
和
10
年
代
に
記
さ
れ
た
﹃
基

山
郷
土
読
本
﹄
の
中
に
、﹁
19

草
ス

キ
ー
﹂
と
い
う
項
目
を
確
認
で
き
る

こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
約
80
年
前

に
は
草
ス
キ
ー
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、
昭
和
20

年
代
の
広
告
か
ら
も
基き

山ざ
ん

の
に
ぎ
わ

い
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
基
山

ラ
ジ
ウ
ム
鉱
泉
︵
基
山
ラ
ジ
ウ
ム
温

泉
︶
が
発
見
さ
れ
た
際
、
基
山
町
商

工
会
は
、
町
の
観
光
目
玉
と
し
て
﹁
秋

は
招
く
基き

山ざ
ん

ハ
イ
キ
ン
グ
の
好
季
節

お
か
え
り
は

基
山
ラ
ジ
ウ
ム
温
泉

へ
﹂
と
宣
伝
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
に

は
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と
し
か
書
か
れ
て

い
ま
せ
ん
が
、
そ
の
頃
の
新
聞
に
基き

山ざ
ん

の
草
ス
キ
ー
を
取
り
上
げ
た
記
事

も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ハ
イ
キ
ン
グ
と

と
も
に
、
草
ス
キ
ー
も
盛
ん
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
昭
和
46
年
に

刊
行
さ
れ
た
﹃
基
山
町
史
﹄
に
は
、

﹁
高
さ
四
〇
四
米
、
現
在
は
単
な
る

ハ
イ
キ
ン
グ
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
の
み
な

ら
ず
、
九
州
随
一
の
ロ
ー
ン
ス
キ
ー

の
ロ
ー
ン
ス
キ
ー
場
と
し
て
知
ら
せ
、

年
間
数
十
万
人
の
登
山
客
を
迎
え
て

い
る
。
﹂
と
書
か
れ
て
お
り
、
九
州
随

一
と
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
ど
一
大
観

光
地
と
し
て
盛
り
上
が
っ
て
い
た
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
︵
写
真
２
︶
。

ま
た
、
か
つ
て
は
草
ス
キ
ー
だ
け

で
な
く
、
冬
に
は
ス
キ
ー
も
楽
し
む

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
︵
写
真
３
︶
。

昭
和
30
年
代
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
を

見
る
と
斜
面
が
ゲ
レ
ン
デ
に
な
っ
て

お
り
、
ス
ト
ッ
ク
を
持
っ
て
、
ス
キ
ー

板
を
履
い
た
大
勢
の
人
が
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
は
写
真
の

よ
う
に
雪
が
降
り
積
も
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
な
い
た
め
、
冬
に
ス
キ
ー
を

す
る
こ
と
は
難
し
い
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
基き

山ざ
ん

を
舞
台
と
し

た
草
ス
キ
ー
を
紐
解
い
て
い
く
と
、

多
く
の
人
が
関
わ
っ
て
い
た
歴
史
が

あ
り
ま
す
。
草
ス
キ
ー
は
、
後
世
に

伝
え
て
い
く
べ
き
、
基
山
町
の
大
切

な
文
化
遺
産
の
一
つ
と
い
え
ま
す
。

※
問
合
せ
先

教
育
学
習
課

ふ
る
さ
と
歴
史
係

電
話
９
２
︱
２
２
０
０

基
肄
城
築
造
１
３
５
０
年

基き

肄い

城
じ
ょ
う

を
知
る
⑯

︱
草
ス
キ
ー
も
有
名
な
基き

山ざ
ん

︱

写真１ 草スキー場から上を望む
(中央にみえる高まりが土塁)

写真２ かつての草スキーの風景
(昭和46年刊行『基山町史』より一部改変・転載)

写真３ かつての冬スキーの風景
(昭和46年刊行『基山町史』より一部改変・転載)
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新
図
書
館
建
設
に
伴
う
中
央
公
園

の
工
事
が
進
ん
で
お
り
ま
す
︒
今
後
︑

照
明
工
事
等
の
た
め
︑
現
在
の
立
入

禁
止
区
域
に
加
え
︑
遊
具
広
場
が
立

入
禁
止
と
な
り
ま
す
︒
工
事
期
間
中

は
︑
バ
リ
ケ
ー
ド
や
セ
ー
フ
テ
ィ

コ
ー
ン
で
囲
い
︑
遊
具
広
場
の
利
用

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
︒

ご
利
用
の
皆
さ
ん
に
は
︑
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
︒

▽
工
事
期
間
︵
予
定
︶
と
時
間

12
月
１
日
︵
火
︶
～
21
日
︵
月
︶

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

▽
立
入
禁
止
追
加
区
域

左
記
図
面
の
斜
線
部
分

▽
注
意

・
工
事
期
間
は
現
在
の
予
定
で
す
︒

安
全
が
確
保
さ
れ
開
放
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
ら
︑
部
分
的
に

利
用
を
開
始
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
︒

・
工
事
車
両
の
出
入
り
が
あ
り
ま
す

の
で
︑
ご
注
意
く
だ
さ
い
︒

※
問
合
せ
先

建
設
課

整
備
・
管
理
係

電
話
９
２
︱
７
９
６
３

基山小学校

県道平等寺筑紫野線 至小郡至小松

町道箱町・麦尾線

工事車両出入口

遊具広場

立入禁止区域立入禁止区域立入禁止区域

工事のため立入禁止となる区域工事のため立入禁止となる区域工事のため立入禁止となる区域

立入禁止立入禁止立入禁止
追加区域追加区域追加区域

中
央
公
園
の
利
用
制
限
に
つ
い
て

中
央
公
園
の
利
用
制
限
に
つ
い
て

水城・大野城・基肄城１３５０年記念式典

水城・大野城・基肄城の築造１３５０年を記念して関係自治体等が式典を開催します。

第２部に参加希望の方は、往復はがきでお申し込みください。参加費は無料です。

●日程　１２月５日（土）　　●場所　大野城まどかぴあ　大ホール

第１部　午前１０時～１２時 （開場 午前９時 30 分）

記念講演「水城・大野城・基肄城築造1350年によせて」　佐藤 正和 氏（文化庁主任調査官）

基調講演「大宰府都城の形成と律令体制」　小田 富士雄 氏（福岡大学名誉教授）

第２部　午後１時～４時３０分 （開場 午前 12 時 30 分）

※事前申込不要

※往復はがきによる申込みが必要

調査報告　大野城跡・基肄城跡

特別講演「先人の心を次代へつなぐ」　里中 満智子 氏（漫画家）

子どもステージ

基山町立小中学校合同創作劇「こころつないで ～基肄城に秘められたおもい～」

大野城市立大野小学校学習発表「自慢のふるさと ～大野城・水城～」

大野城市立平野中学校合唱フィナーレ「私のふるさと ～水城・大野城・基肄城築造1350年記念歌～」

●申込方法　往復はがきの往信用裏面に「『１３５０年記念式典第２部参加希望』、郵便番号、住所、氏名」

　返信用表面に「郵便番号、住所、氏名」記入して、

　〒８１６－８５１０（住所不要）大野城市役所 自治戦略課 までお申し込みください。

●申込締切　１１月２４日（火）必着

※往復はがき１枚で２名までお申し込みできます。この場合は、申込みの際、往信用裏面に「２名希望」

と記入してください。申込多数の場合は抽選となります。１１月２７日（金）までに返信予定。

※問合せ先　大野城市役所　自治戦略課　電話０９２－５０１－２２１１

里中 満智子 氏
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全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
の

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
全
国
一
斉
情
報
伝
達
訓
練
の

実
施
に
つ
い
て
︵
防
災
行
政
無
線
試
験
放
送
の
実
施
︶

実
施
に
つ
い
て
︵
防
災
行
政
無
線
試
験
放
送
の
実
施
︶

地
震
や
津
波
︑
武
力
攻
撃
な
ど
の

発
生
時
に
備
え
︑
情
報
伝
達
訓
練
を

行
い
ま
す
︒
こ
の
訓
練
は
︑
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
︵
Ｊ
-
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ

Ｔ
︶
を
用
い
た
訓
練
で
︑
基
山
町
以

外
の
地
域
で
も
様
々
な
手
段
を
用
い

て
情
報
伝
達
訓
練
が
行
わ
れ
ま
す
︒

町
で
は
︑
Ｊ
-
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
か
ら

送
ら
れ
て
く
る
国
の
緊
急
情
報
を
町

民
の
皆
さ
ん
へ
お
伝
え
す
る
た
め
に
︑

防
災
行
政
無
線
の
放
送
に
よ
る
情
報

伝
達
手
段
の
試
験
を
実
施
し
ま
す
︒

※
Ｊ
-
Ａ
Ｌ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
︵
ジ
ェ
イ
・
ア

ラ
ー
ト
︶
と
は
︑
地
震
や
津
波
︑

武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時
に
国
か

ら
送
ら
れ
て
く
る
緊
急
情
報
を
︑

人
工
衛
星
な
ど
を
活
用
し
て
瞬
時

に
伝
達
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
︒

▽
訓
練
実
施
日
時

11
月
25
日
︵
水
︶
午
前
11
時
頃

▽
試
験
放
送
内
容

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か

ら
︑
次
の
内
容
が
一
斉
放
送
さ
れ

ま
す
︒

上
り
チ
ャ
イ
ム
音

｢こ
れ
は
︑テ
ス
ト
で
す
︒﹂︵
３
回
︶

｢こ
ち
ら
は
︑
基
山
町
で
す
︒﹂

下
り
チ
ャ
イ
ム
音

試
験
放
送
の
実
施
に
つ
き
ま
し
て
︑

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
︒

※
問
合
せ
先

総
務
企
画
課

防
災
・
安
全
係

電
話
９
２
︱
７
９
１
５

手
帳
と
し
て
の
機
能
︵
各
月
行
事

予
定
表
や
日
記
欄
︶
は
も
ち
ろ
ん
︑

各
都
道
府
県
︑
県
内
市
町
の
人
口
︑

面
積
な
ど
を
掲
載
し
た
統
計
編
を
始

め
︑
観
光
施
設
の
案
内
や
官
公
庁
の

所
在
地
︑
郷
土
の
歳
時
記
︵
市
町
の

イ
ベ
ン
ト
︶な
ど
︑﹁
さ
が
県
民
手
帳
﹂

な
ら
で
は
の
仕
事
や
暮
ら
し
に
役
立

つ
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

▽
価
格
︵
税
込
︶

大
型
︵
15
・
４
㎝
×
８
・
８
㎝
︶

７
０
０
円

小
型
︵
11
・
８
㎝
×
７
・
０
㎝
︶

５
５
０
円

▽
表
紙
色

ブ
ル
ー

▽
販
売
場
所

総
務
企
画
課
︵
役
場
３
階
︶︑

総
合
体
育
館

※
問
合
せ
先

総
務
企
画
課

広
報
・
情
報
管
理
係

電
話
９
２
︱
２
１
８
８

｢

平
成
28
年
版

さ
が
県
民
手
帳
﹂
販
売
中
！

｢

平
成
28
年
版

さ
が
県
民
手
帳
﹂
販
売
中
！

緊
急
時
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

緊
急
時
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
に
つ
い
て

緊
急
時
の
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
は
︑
町

民
の
生
命
財
産
を
守
る
こ
と
に
大
き

く
関
わ
っ
て
い
ま
す
︒
火
災
発
生
時

の
サ
イ
レ
ン
は
︑
町
民
に
注
意
を
喚

起
す
る
と
と
も
に
︑
消
防
職
員
や
消

防
団
員
を
招
集
す
る
こ
と
を
目
的
に

吹
鳴
し
ま
す
︒
ま
た
︑
災
害
発
生
時

に
は
︑
避
難
勧
告
の
伝
達
手
段
と
し

て
吹
鳴
し
ま
す
︒

サ
イ
レ
ン
吹
鳴
時
に
は
大
き
な
音

が
鳴
り
︑
町
民
の
皆
さ
ん
に
は
大
変

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
︑
緊
急

時
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
サ
イ
レ

ン
の
吹
鳴
に
ご
理
解
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
︒

サ
イ
レ
ン
の
種
類

▽
火
災
発
生
時

・
火
災
信
号

吹
鳴
時
間
５
秒

休
止
時
間
６
秒

繰
返
し
数
５
回

・
鎮
火
信
号

吹
鳴
時
間
30
秒

▽
災
害
発
生
等
で
避
難
を
要
す
る
と

判
断
さ
れ
る
時

・
避
難
勧
告
信
号

吹
鳴
時
間
１
分

休
止
時
間
５
秒

吹
鳴
時
間
１
分

休
止
時
間
５
秒

▽
緊
急
時
以
外
に
も
防
火
啓
発
を
目

的
に
吹
鳴
し
て
い
ま
す

・
防
災
の
日
︵
毎
月
15
日
︶

午
後
８
時
に
30
秒
間

・
春
の
全
国
火
災
予
防
週
間
︵
３
月

１
日
～
７
日
︶︑
秋
の
全
国
火
災

予
防
週
間
︵
11
月
９
日
～
15
日
︶︑

年
末
特
別
警
戒
期
間
︵
12
月
28
日

～
30
日
︶

午
後
９
時
に
30
秒
間

※
問
合
せ
先

総
務
企
画
課

防
災
・
安
全
係

電
話
９
２
︱
７
９
１
５
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む
し
歯
予
防
に
フ
ッ
化
物
塗
布

予
約
受
付
は
11
月
16
日
か
ら

む
し
歯
予
防
に
フ
ッ
化
物
塗
布

予
約
受
付
は
11
月
16
日
か
ら

む
し
歯
予
防
の
た
め
に
フ
ッ
化
物

塗
布
を
行
い
ま
す
︒

定
期
的
に
フ
ッ
化
物
塗
布
を
す
る

こ
と
で
︑
歯
の
表
面
を
丈
夫
に
し
︑

む
し
歯
に
な
り
に
く
い
歯
を
作
り
ま

す
︒
生
え
始
め
の
歯
に
は
特
に
効
果

が
高
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒

フ
ッ
化
物
塗
布
で
使
用
す
る
フ
ッ

化
物
は
︑
お
子
さ
ん
の
抵
抗
感
を
軽

減
す
る
た
め
に
︑
青
り
ん
ご
味
の
ジ
ェ

ル
状
の
も
の
を
使
用
し
て
い
ま
す
︒

▽
日
程

12
月
4
日
︵
金
︶

▽
受
付
時
間

午
後
１
時
～
１
時
20
分

▽
場
所

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
対
象

０
歳
～
５
歳
未
満

※
歯
が
生
え
て
い
る
方
が
対
象
で
す
︒

▽
内
容

歯
科
健
診
︑
フ
ッ
化
物
塗
布

▽
料
金

３
０
０
円

▽
定
員

50
名

▽
申
込
期
間

11
月
16
日
︵
月
︶
～
27
日
︵
金
︶

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
︒

▽
持
参
す
る
も
の

歯
ブ
ラ
シ
︑
料
金
︑
歯
の
健
康
手

帳
︵
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
方
に

は
当
日
発
行
し
ま
す
︒︶

※
歯
磨
き
を
済
ま
せ
て
か
ら
お
越
し

く
だ
さ
い
︒

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
９
２
︱
２
０
４
５

基
山
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

で
は
︑﹁
健
康
づ
く
り
料
理
教
室
﹂
を

開
催
し
ま
す
︒

生
活
習
慣
病
が
引
き
起
こ
さ
れ
る

原
因
に
は
︑
食
生
活
が
大
き
く
関
係

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
︒
こ
の
機

会
に
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
に
つ
い

て
学
び
︑
料
理
の
幅
を
広
げ
て
み
ま

せ
ん
か
？

▽
日
時

12
月
17
日
︵
木
︶

午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
30
分

▽
場
所

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

▽
定
員

30
名
︵
先
着
順
︶

▽
参
加
費

１
人
１
０
０
円

▽
持
参
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン
︑
三
角
巾
︑
筆
記
用
具

※
塩
分
測
定
を
希
望
さ
れ
る
方
は
︑

ご
自
宅
の
み
そ
汁
又
は
す
ま
し
汁

︵
汁
の
み
︶
を
空
瓶
や
ポ
リ
袋
な

ど
に
入
れ
て
ご
持
参
く
だ
さ
い
︒

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
９
２
︱
２
０
４
５

Ｆ
Ａ
Ｘ
９
２
︱
２
１
４
８

｢

健
康
づ
く
り
料
理
教
室
﹂
参
加
者
募
集

｢

健
康
づ
く
り
料
理
教
室
﹂
参
加
者
募
集

｢

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進
事
業
﹂

｢

子
宮
頸
が
ん
等
ワ
ク
チ
ン
接
種
緊
急
促
進
事
業
﹂

に
基
づ
く
接
種
に
係
る
医
薬
品
副
反
応

に
基
づ
く
接
種
に
係
る
医
薬
品
副
反
応

被
害
救
済
制
度
の
請
求
に
つ
い
て

被
害
救
済
制
度
の
請
求
に
つ
い
て

平
成
25
年
３
月
31
日
ま
で
に
︑
市

町
村
の
助
成
に
よ
り
︑
ヒ
ト
パ
ピ

ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
︑
ヒ
ブ

ワ
ク
チ
ン
︑
小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
の
い
ず
れ
か
を
接
種
し
た
方
の

う
ち
︑
接
種
後
に
何
ら
か
の
症
状
が

生
じ
医
療
機
関
を
受
診
し
た
方
は
︑

接
種
と
の
関
連
性
が
認
定
さ
れ
る
と
︑

医
療
費
・
医
療
手
当
が
支
給
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
︒

お
心
当
た
り
の
あ
る
方
は
︑
具
体

的
な
請
求
方
法
等
に
つ
い
て
︑
次
の

窓
口
ま
で
至
急
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
︒

▽
独
立
行
政
法
人
医
薬
品
医
療
機
器

総
合
機
構
の
救
済
制
度
相
談
窓
口

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
︱
１
４
９
︱
９
３
１

※
ご
利
用
に
な
れ
な
い
場
合
は
︑

０
３
︱
３
５
０
６
︱
９
４
１
１

(有
料
︶
ま
で

※
問
合
せ
先

基
山
町
保
健
セ
ン
タ
ー

電
話
９
２
︱
２
０
４
５

保健センターにおむつ交換台
を設置しました

赤ちゃん連れの方に嬉しいお知らせです。
保健センター 1 階のトイレ内に「おむつ交
換台」を設置しました。役場や保健センター
などにお越しの際は、ご利用ください。
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放
送
大
学
で
は
平
成
28
年
度
第
１

学
期
︵
４
月
入
学
︶
の
学
生
を
募
集

し
ま
す
︒

放
送
大
学
は
︑
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ

通
信
制
の
大
学
で
す
︒
心
理
学
︑
福

祉
︑
経
済
︑
歴
史
︑
文
学
︑
自
然
科

学
な
ど
︑
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま
す
︒

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業

し
た
い
︑
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
︑

様
々
な
目
的
で
幅
広
い
世
代
・
職
業

の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
︒

資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
︒
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

受
け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
︑
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
︒

▽
出
願
期
限

第
１
回

２
月
29
日
︵
月
︶

第
２
回

３
月
20
日
︵
日
︶

※
問
合
せ
先

放
送
大
学
佐
賀
学
習
セ
ン
タ
ー

電
話
０
９
５
２
︱
２
２
︱
３
３
０
８

▽
期
間

12
月
１
日
︵
火
︶
～
13
日
︵
日
︶

の
う
ち
７
日
間

▽
場
所

鳥
栖
市
民
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
内
容

労
務
書
類
等
に
関
す
る
基
本
的
な

パ
ソ
コ
ン
技
術
を
習
得
し
︑
事
務

系
へ
の
就
職
を
目
指
す
講
習

▽
対
象

佐
賀
県
在
住
の
就
職
を
希
望
す
る

55
歳
以
上
の
方
で
︑か
つ
︑ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
さ
れ
た
方
︒

ま
た
︑
全
日
程
を
確
実
に
受
講
で

き
る
方
︒

▽
定
員

20
名

▽
申
込
締
切

11
月
24
日
︵
火
︶

※
問
合
せ
先

・
佐
賀
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会

電
話
０
９
５
２
︱
２
０
︱
２
０
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
５
２
︱
２
０
︱
２
０
１
５

・
鳥
栖
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

電
話
８
４
︱
３
１
４
７

Ｆ
Ａ
Ｘ
８
４
︱
２
１
９
５

ビ
ジ
ネ
ス
パ
ソ
コ
ン
講
習
受
講
者
募
集

︻
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
︼

４
月
生
募
集
の

お
知
ら
せ
︻
放
送
大
学
︼

Ｋ
Ｂ
Ｃ
テ
レ
ビ
﹁
ア
サ
デ
ス
︒﹂
で

お
馴
染
み
の
徳
永
玲
子
さ
ん
と
︑
ピ

ア
ニ
ス
ト
の
塚
本
美
樹
さ
ん
を
お
迎

え
し
︑
ピ
ア
ノ
演
奏
を
バ
ッ
ク
に
絵

本
の
世
界
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
︒

入
場
無
料
で
す
︒

▽
日
時

12
月
13
日
︵
日
︶

午
前
10
時
～
11
時
30
分

▽
場
所

基
山
町
民
会
館
小
ホ
ー
ル

※
申
込
み
・
問
合
せ
先

基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会

電
話
９
２
︱
３
３
１
１

ふ
・
れ
・
あ
・
い
フ
ェ
ス
タ

ふ
・
れ
・
あ
・
い
フ
ェ
ス
タ

﹁
楽
し
い
絵
本
朗
読
会
﹂
開
催

﹁
楽
し
い
絵
本
朗
読
会
﹂
開
催

キ
ッ
ズ
ド
リ
ー
ム
基
山

　
　
　
　
　
　

〜
夢
に
近
づ
く
１
日
〜

　

10
月
25
日
（日
）
、
基
山
小
学

校
で
、
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
「キ

ッ
ズ
ド
リ
ー
ム
基
山
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
基
山
町
商
工
会
青

年
部
主
催
の
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

今
回
で
４
回
目
と
な
り
ま
す
。

20
の
体
験
ブ
ー
ス
が
用
意
さ

れ
、
子
ど
も
た
ち
は
、
メ
イ
ク
ア

ッ
プ
や
車
屋
、
ス
イ
ー
ツ
屋
、
銀

行
な
ど
、
幅
広
い
職
業
を
体
験

し
、
仕
事
の
楽
し
さ
や
大
変
さ

を
学
び
ま
し
た
。

︿
有
料
広
告
﹀

『『明るく、楽しく、元気よく、最高の笑顔で!!』
活気ある基山町のみなさまを全力でサポートさせて頂きます。

基山町の健康応援団。

☎０９４２－８５－９７８７

診療時間

月～土 １０：００ ～ １４：００
１６：００ ～ ２１：００

休診日 日・祝日
スタジオ完備でトレーニング＆コンディショニングOK！

ＪＲ基山駅１階にあります!!!!アイズ基山駅前整骨院

駐車場完備

徳永玲子さん

塚本美樹さん
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基山町老人クラブ連合会
基山保育園児と昔遊びで交流

　１０月１３日（火）、世代間交流活動として、

基山保育園で昔遊び交流会を行いました。

　屋外では水鉄砲と竹トンボ、屋内ではお手玉

とあやとりをして、園児と一緒に楽しい時間を

過ごしました。特に竹トンボとあやとりは、園

児の関心が高かったように見受けられました。

町道清掃
ありがとうございました

　１０月６日（火）、基山建設業協会（会長　　

鳥飼善治さん）の皆さんが町道の除草や清掃活

動を実施されました。

　基山建設業協会の皆さんには、毎年、清掃ボ

ランティア活動として、草刈りなどの町内美化

にご協力いただいています。今回は、町道高島・

小原線や牛会・八並線の草刈り、ごみ拾いなど

の活動が行われました。

佐賀県緑化運動・育樹運動
ポスターコンクール審査結果

　植樹や森林、樹木の保護・保育を推進し、県

民に緑化の意識を持ってもらうことを目的に、

佐賀県緑化運動・育樹運動ポスターコンクール

が行われました。

　町内からは、菊森咲宥さん（基山小４年）が

教育長賞を受賞し、受賞作品は、公益社団法人

国土緑化推進機構が主催する「平成２８年用国

土緑化運動・育樹運動ポスター原画コンクール」

へ推薦されます。

「躍進賞」受賞
第６８回県民体育大会結果

　10 月１７日（土）・１８日（日）、三神地区を会

場に、第６８回県民体育大会が開催されました。

町内からは１４競技２３種目、計２８９名の選手

が参加し、各地で熱戦を繰り広げました。

　選手の方々の健闘により、各種目で表彰を受け、

総合順位（町の部）で第４位に入賞しました。また、

前回大会より成績の飛躍が顕著だったため「躍進

賞」を受賞しました。

※報道等で総合順位（町の部）第５位と公表されておりましたが、

　佐賀県の獲得得点訂正により総合順位（町の部）第４位と確定

　しました。

【陸上競技】

　一般男子（町の部）　第２位

　　２００ｍ　　第２位　上妻　昇太

　　走り高跳び　第１位　中島　優

　　　　　　　　第３位　細川　佳博

　男女総合（町の部）第３位

【バレーボール】

　一般女子（町の部）　第 2 位

【軟式野球】

　一般男子Ａ （Ｂパート）　第３位

　一般男子Ｂ （Ａパート）　第３位

【ソフトボール】

　一般男子Ｂ（町の部）　第 2 位

【ゴルフ】　第５位

主な大会結果 （敬称略）

寄
附
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

基
山
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

︻
一
般
寄
附
︼

▽
匿
名

１
０
︐

０
０
０
円

︻
香
典
返
し
︼

▽
鶴

喜
代
治

高
下
町
３
︵
亡

フ
ヂ
ヨ
︶

▽
大
場

宗
子

明
治
町
︵
亡

通
男
︶

▽
篠
原

貫
幸

中
園
︵
亡

大
久
保
フ
ミ
子
︶

▽
横
山

桂
子

白
坂
中
︵
亡

詔
吾
︶

(敬
称
略
)
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新・図書館建設進んでおります！新・図書館建設進んでおります！

１１
N O V E M B E R

今月の料理 ～主食 ・ 主菜 ・ 副菜をそろえましょう～

麻婆豆腐 もやしナムル

❶ にんにく、しょうが、長ね
ぎをみじん切りにする。
❷ フライパンにごま油をひき、
①を炒め、ひき肉を加える。
色が変わるまで炒め、豆板
醤を加える。

■ 材料 （４人分）

■ 作り方

※エネルギー229kcal ／たんぱく質15ｇ
　脂質13.4ｇ／塩分1.5ｇ

木綿豆腐
豚ひき肉
にんにく
しょうが
長ねぎ
豆板醤

１丁
１５０ｇ
１片
１かけら
１/２本
小さじ１/２

鶏ガラスープの素

しょうゆ
砂糖
甜麺醤（赤みそ）
酒
水
水溶き片栗粉
ごま油

　バランスの良い食事とは、エネルギー量が適切で、必要な栄養素が含まれている食事のことをいいます。大切なのは１日３食きち

んと摂ることです。欠食すると必要な栄養素が不足してしまいます。次に大切なのは、主食、主菜、副菜をそろえることです。これ

に汁物が加わると、一層良くなります。塩分の摂取制限がある場合は、汁の量を減らしたり、１日１回までにすると良いでしょう。また、

いろいろな食材を摂取することも大切です。穀類、牛乳・乳製品、卵、魚介類、肉類、豆・豆製品、緑黄色野菜、淡色野菜、芋類、果物類、

きのこ類、海藻類、油脂類をバランス良く摂取するよう心がけましょう。

※問合せ ・ 献立レシピは 基山町保健センター 電話９２－２０４５　ＦＡＸ９２－２１４８

開館時間 午前９時～午後５時

休 館 日 毎週月曜日・祝日・毎月末日
詳しくはホームページまたはお電話で。

http://www.kiyama-lib.jp/
０９４２－９２－０２８９

ＨＰ
電話

お話会のおしらせ
みんなでお話をきいてみませんか？

１２月６日（日）
午前９時３０分より
児童室にて

「しょうがつがくると」
川崎　洋／作

沢田　としき／絵

「しりとりのだいすきなおうさま」
中村　翔子／作

はた　こうしろう／絵

「人生はもっとニャンとかなる！」
累計１６０万部突破のベストセラーシリーズの中でも、もっとも人
気の高い「ニャンとかなる ! 」。猫たちが持つ愛らしさやユーモア、
そして強さをあますことなく伝えた写真と、驚きと学びがある偉人
エピソードを第一弾よりも「もっと」楽しんでいただけるよう試行
錯誤し、新たに６８個選びました。

水野　敬也／著　文響社

「日本の未来を考えよう」

私たちが暮らす日本。皆さんは、日本のことをどこまでご存じです
か？　数字を使って見ることで“ありのままの日本”を浮かび上が
らせ、どうすれば日本の未来が明るいものになるのか、日本が目指
すべきはどこなのかを考えるための１冊です。

出口　治明／著　クロスメディア・パブリッシング

◆ 九州秋Walker   2015
KADOKAWA

◆ 一度は歩きたい！  日本の町並み
伝統的町並み研究会

◆ 岳飛伝   14　　　   北方　謙三

◆ 王とサーカス　　　米澤　穂信

◆ 真田幸村その生涯
不破　俊輔

◆ ピュリツァー賞受賞写真全記録
◆ 女子のための髪育レッスン

浜中　聡子／監修

◆ よみきかせおはなし絵本 ２
    　　　　　   千葉　幹夫／編著

❸ Ａを加えてひと煮立ちさせ、
豆腐を加えて少し煮る。
❹ 水溶き片栗粉でとろみをつ
けて、仕上げにごま油を入
れる。

大さじ１/２
大さじ１
大さじ１/２
大さじ１
大さじ２
２５０ｃｃ
適量
適量

❶ もやしとニラは、さっと茹
でて水気を切っておく。
❷ Ａと①を和えて、仕上げに
すりごまを加える。

■ 材料 （４人分）

■ 作り方

※エネルギー87kcal ／たんぱく質2.5ｇ
　脂質7.6ｇ／塩分0.3ｇ

もやし
ニラ

３２０ｇ
４０ｇ

ごま油
塩
鶏がらスープの素
すりごま

大さじ１と１/２
小さじ１/３
小さじ２/３
大さじ３

Ａ

Ａ


